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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分（
予
定
）

集
合
・
コ
ー
ス　

協
会
午
前
10
時
↓
梅
田
（
元
中
央
郵
便
局

前
）
午
前
10
時
30
分
↓
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場
↓

焼
肉
か
ま
や
（
昼
食
）
↓
長
田
地
区
（
鉄
人
28
号
）

↓
協
会　
　

 

最
少
催
行
人
数　

20
人

会
費　

１
万
円
（
小
学
生
以
下
３
千
円
）

「
特
選
神
戸
牛
を
食
べ
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

大
阪
市
東
部
地
区
主
催
・
大
阪
市
北
部
地
区
共
催

日
時　

７
月
17
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

検
査
、
画
像
診
断
、
処
置
、
手
術

※ 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
０
年
４
月
版
）』、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
第
３
回
は
９
月
18
日
）

第
2
回
社
保
講
習
会

日
時　

７
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
要
介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
訪
問
口
腔
ケ
ア
」

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科（
地
下
鉄
「
朝
潮
橋
」
駅
徒
歩
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
）
他

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
実
習
で
は
、「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
澤
力
氏
（
協
会
副
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
訪
問
診
療
の
導
入
と
そ
の
保
険
請
求
」

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

５
千
円

講
師　

福
池
久
恵
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
員
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

山
家　

悠
紀
夫（
や
ん
べ
・
ゆ
き
お
）さ
ん

消
費
税
ア
ッ
プ
反
対
の
議
席
増
を

暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
主
宰

　

民
主
党
を
中
心
と
す
る
政

権
が
、
消
費
税
の
税
率
ア
ッ

プ
を
言
い
始
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
予
算
の
編
成
過
程

で
、
も
っ
と
財
源
が
出
て
く

る
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

思
う
よ
う
に
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
消
費
税
率
を
上

げ
る
前
に
、
や
る
べ
き
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
防
衛
費
で

す
。
米
軍
の
移
転
費
用
や
思

い
や
り
予
算
な
ど
自
民
党
政

権
時
代
の
使
い
方
に
反
省
も

な
く
、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
見

直
し
、
削
る
べ
き
で
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
10
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
証
券
優
遇
税
制
を
見

直
す
こ
と
。
預
金
利
子
で
さ

え
20
％
の
課
税
な
の
に
、
株

の
売
買
益
が
10
％
と
い
う
不

公
平
税
制
で
す
。
加
え
て
、

高
額
所
得
層
へ
の
課
税
強
化

が
必
要
で
す
。

　

法
人
税
も
自
民
党
政
権
下

で
負
担
軽
減
を
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
経
団
連
な
ど
は
も

っ
と
下
げ
ろ
と
い
い
ま
す

が
、
社
会
保
障
負
担
分
を
含

め
れ
ば
日
本
企
業
の
負
担
率

は
国
際
的
に
も
低
い
の
で

す
。
法
人
税
は
上
げ
て
も
大

丈
夫
で
す
。

　

こ
う
し
た
見
直
し
を
せ
ず

に
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の
話
を

す
る
の
は
早
す
ぎ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
自
体
、

貧
し
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
い

と
い
う
不
公
平
税
制
で
す
。

景
気
に
対
し
て
も
マ
イ
ナ
ス

効
果
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
、
橋
本
内
閣
の
と
き
に
消

費
税
を
５
％
に
上
げ
て
景
気

悪
化
を
招
い
た
経
緯
も
あ
る

の
で
す
。

　

財
源
を
考
え
る
な
ら
、
消

費
税
で
は
な
く
所
得
税
で
対

応
す
る
の
が
筋
で
し
ょ
う
。

　

民
主
も
自
民
も
新
た
な
党

も
消
費
税
ア
ッ
プ
の
方
向
で

す
。
そ
の
是
非
が
今
度
の
選

挙
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
で

す
。
国
民
の
多
数
は
税
率
ア

ッ
プ
に
反
対
で
す
。
そ
の
世

論
を
反
映
し
た
勢
力
の
議
席

を
増
や
せ
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

品
川　

正
治（
し
な
が
わ
・
ま
さ
じ
）さ
ん

国
民
の
視
点
で
政
治
見
よ
う

経
済
同
友
会
終
身
幹
事

　

戦
争
放
棄
を
う
た
う
憲
法

九
条
は
、
国
家
の
利
益
で
は

な
く
人
間
性
の
観
点
か
ら
、

平
和
を
希
求
し
て
い
ま
す
。

経
済
や
外
交
に
つ
い
て
も
、

人
間
の
目
で
見
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
象
徴
さ
れ
る
市
場
原
理

主
義
の
破
た
ん
と
、「
年
越

し
派
遣
村
」
で
の
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
厳
し
い
実
態
を

踏
ま
え
、
多
く
の
国
民
が
米

国
追
随
・
大
企
業
中
心
か
ら

の
方
針
転
換
に
期
待
し
、
昨

年
、
政
権
交
代
が
起
こ
り
ま

し
た
。

　

民
主
党
の
公
約
に
つ
い
て

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
正
し
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の

理
念
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
手
当
の
実
施

な
ど
教
育
・
子
育
て
は
社
会

の
責
任
で
す
。

　

た
だ
し
、
財
源
不
足
解
消

の
た
め
の
消
費
税
増
税
に
は

反
対
で
す
。
個
人
に
負
担
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

所
得
税
の
累
進
税
率
を
戻
し

た
り
、
利
益
を
上
げ
続
け
て

き
た
大
企
業
に
負
担
を
求
め

た
り
な
ど
、
方
法
が
あ
る
は

ず
で
す
。
貧
困
と
格
差
の
解

消
に
も
、
も
っ
と
力
を
入
れ

る
べ
き
で
す
。

　

米
軍
の
普
天
間
基
地
の
移

設
問
題
も
焦
点
で
す
。
日
米

安
保
と
憲
法
を
並
列
で
論
じ

が
ち
で
す
が
、
安
保
は
憲
法

の
下
に
あ
る
も
の
。
憲
法
九

条
が
戦
争
を
許
さ
な
い
の

に
、
日
本
は
米
軍
の
最
大
の

「
武
器
」
で
あ
る
基
地
の
使

用
を
認
め
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
違
憲
状
態
に
し
っ

か
り
目
を
向
け
て
、
日
米
安

保
を
議
論
す
べ
き
で
す
。

　

戦
争
を
起
こ
す
の
は
、
国

家
で
は
な
く
人
間
で
す
。
そ

れ
を
止
め
る
の
も
人
間
で

す
。
政
治
に
対
す
る
失
望
が

絶
望
に
変
わ
っ
た
と
き
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
が
台
頭
し
ま
す
。

国
の
政
策
を
行
政
や
外
国
任

せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
国

民
の
目
で
見
つ
め
直
す
べ
き

で
す
。
今
こ
そ
国
民
の
出

番
。参
院
選
で
声
を
上
げ
、立

ち
上
が
る
と
き
で
し
ょ
う
。

20102010
参院選参院選

私
の
視
点

　

７
月
11
日
に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、
消
費
税
増
税
問

題
や
普
天
間
基
地
の
移
設
問
題
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
各
分
野
で
活
躍
す
る
２
人
の
識
者
か
ら
「
私
の
視
点
」

で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

 

（
配
信
・
連
合
通
信
社
）

1940年生まれ。第一勧銀総研専務
理事、神戸大学大学院教授を経
て、現職。著書に『「構造改革」とい
う幻想』（岩波書店）など。

日
時　

９
月
５
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正
午

集
合　

Ｊ
Ｒ
京
都
線
「
山
崎
」
駅
改
札
口
前
10
時
15
分
集
合

（
時
間
厳
守
）

費
用　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

※
「
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
山
崎
10
年
・
12
年
」

が
試
飲
で
き
ま
す

「
サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所
見
学
」

北
大
阪
地
区

1924年生まれ。日本火災海上社長
などを経て、国際開発センター会
長。自身の戦争体験を通じ、護憲
を訴えている。


